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 本日をもって、第２回定期考査が終わりました。授業で学んだこと、家庭学習で復習したことを存分に発揮で

きたでしょうか。定期考査は終わりましたが、気を抜いている暇はなく、11 日(金)には進研模試(ハイパー・ア

ドバンストコース対象)・実力診断テスト(アグレッシブ・アスリートコース対象)が控えています。高校における

学習はまだ３カ月分しか学んでいませんので、中学校３年間で学んだことの定着度も合わせて現在の学力を測り

ます。模試の出来不出来によっては、中学校の既習範囲の復習に夏休みの時間を充てるのもいいでしょう。 

 

〇実力診断テストの範囲(英語はリスニングを選択、数学は自由選択、国語は選択問題なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ベネッセハイスクールオンラインより引用) 



〇進研模試(総合学力テスト)の範囲(英語はリスニングを選択、国語は実用的文章を選択、数学は自由選択) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ベネッセハイスクールオンラインより引用) 



〇今回の模試の偏差値は大学受験においてどこまで参考になるの？ 

高校受験を終えてまだ半年も経っていないので、その当時の模試の成績や偏差値は何となく記憶にあったり、

成績資料が残っていたりすると思います。高校受験時の偏差値が大学入試の偏差値にそのまま当てはまるかとい

うと、そのようなことはありません。高校受験時の模試の偏差値が 60 だからといって、青山学院大学経済学部

現代経済学科(河合塾合格可能性 40～60％偏差値 60)に受かるわけではないということです。 

一般的に高校の偏差値－10 前後＝大学の偏差値といわれています。高校入試は勉強が苦手な生徒も含めてほ

とんどの中学生が受験することになります。そのため、平均点も下がり、偏差値 50 は取りやすい状況にありま

す。一方、大学入試は同世代の 60％前後が受験します。一般的に勉強が苦手な生徒は推薦入試を選んだり、専

門学校への進学といった道を歩むので、大学一般入試にはそれなりに勉強ができる生徒が臨みます。また、高校

受験時にライバルとして存在していなかった中学受験組、浪人生が大学一般入試に加わるので、高校受験生より

も母集団のレベルが上がるため平均点も高くなり、高校入試に比べれば偏差値 50 の水準も高くなるのです。日

東駒専と呼ばれる大学群(日大・東洋・駒澤・専修)は一般的に「偏差値 50 前後」「平均的な立ち位置の大学」と

捉えられがちですが、同世代全体で見ると上位 25％～30％ほどの立ち位置となります。三者面談等でも親子か

ら「最低でも日東駒専レベルには…」という話をされることがよくありますが、実はそれほどたやすく受かるよ

うな大学ではないことを把握しておいてください。 

 また、受験する模試によっても算出される偏差値は異なります。上記に高校受験生と大学受験生の母集団が違

うとあるように、受験する模試によって母集団が異なるからです。本校では高２秋までベネッセ進研模試、高２

冬からは河合塾模試を受験します(１・２年生の間もコースや希望により河合塾の模試を受験することはありま

す)。 

ベネッセ進研模試は個人申込はできず、学校単位での申し込みとなります。そのため、浪人生は基本的に受験

しません。浪人生が不在で、受験者数が多く受験者の学力範囲が広いため、河合塾模試よりも偏差値は高めに出

ます。例えば、明治大学法学部のベネッセ模試の偏差値は 67(合格可能性 40～60％)、河合塾模試の偏差値は

60(合格可能性 40～60％)です。ベネッセ模試の偏差値 60(合格可能性 40～60％)の大学だと明治学院大学法

律学科があります。同じ偏差値 60 でも模試ごとにデータを確認しないと、志望校の合格可能性も大きく異なる

ので、気を付けなくてはなりません。また、大学ごとの偏差値についても、 

河合塾模試の偏差値 60 あれば明治大学法学部に受かる保証があるというわ 

けではありません。平均偏差値 60 ある生徒が受験して合格する可能性は 

40％～60％、という数値です。こちらも数字の扱いを見誤ってしまうと、 

滑り止めの予定で受験した大学のはずが、滑り止めの扱いではないといっ 

た場合があるので気を付けましょう。 

 

 

 

 

 



〇2025 年度卒業生の合格体験記より(クラスルームに配信予定の『明日へのガイドマップ 2025』より抜粋) 

まもなく『明日へのガイドマップ 2025』という関東第一高等学校オリジナルの受験読本がクラスルームに配

信されます。熟読して、少しずつ大学入試に臨む気持ちを創っていきましょう。この中に掲載されている卒業生

の合格体験記には、皆さんに対してのメッセージもたくさんあります。悔いのない進路先を選択するため、志望

する大学に合格して歩みたい道を歩めるように、よく目を通して、どういう勉強法を取り入れるのか、どの参考

書を使うのか、何をモチベーションに頑張るのか、参考にしましょう。 

 

・受験について私から一つアドバイスするなら、日々の授業をしっかり受けることです。私が共通テスト本番で

８割を超え、第一志望の大学に合格することができたのは、高１や高２で授業を 真面目に受けていてある程

度の地力があったからだと思います。  

一度理解したものを思い出す労力と、初めて何かを理解する労力では、後者のほうが段違いに大きいです。 だ

からこそ、受験期までに忘れてしまっても良いので、授業の段階で一度理解しておくことが重要であると私は 

考えます。(千葉大学進学) 

 

・早いうちから受験勉強を始めるべきでした。睡眠を削るべきではなかったと思います。たくさん寝た方が頭に

入りやすいし、集中力も長く保てることは分かっていましたが、周りに追いつくために睡眠を削った結果、病

院に行くことになったので本当にお勧めしません。(中央大学進学) 

 

・勉強をもっと早めに始めるべきでした。自分も周りの友達もみんな言っているのが、もっと早く始めればよか

った！！です(駒澤大学進学) 

 

・一般と総合型の両立が難しく、もっと前からやっておけば...と何度も思いました。(東洋大学進学) 

 

・高校に入ったときから大学について考えておけばもう少し準備するのに余裕が持てたと思う。(順天堂大学進

学) 

 

毎年、上記のように、「早く勉強をしておけば…」「１年生から少しでも学習習慣をつけていれば…」という後

悔の念が綴られています。皆さんはこのような文章を見て、何を感じるでしょうか。 

ドイツを統一国家に導いたオットー・フォン・ビスマルクは「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」という

言葉を残しています。「愚者」は自分で失敗して初めて失敗の原因に気づき、その後同じ失敗を繰り返さないよ

うになるという意味で、これでは経験したことからしか学べません。それに対し、「賢者」は自分が経験できな

いことも先人たちが経験したこと、すなわち歴史を学ぶことで多くの経験を身につけることができるのです。す

なわち、賢者は過去の他人の失敗から学び、同じ失敗をしないようにするというわけです。皆さんも先輩たちか

らの失敗から学ぶ「賢者」でいられるように、日々の取り組みをふり返ってみてください。 


